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概要 

本研究開発では非医療従事者であるアラームアドバイザー（以下AA）が情報仲介を行う見守りシステムを開発し、サ

ービス付高齢者住宅（サ高住）で導入試験を実施した。システムは通信標準形式によるセンサー情報（生体信号及び生活

信号）をクラウド上に集積して解析し、AAに的確な助言を行うことで業務支援を行った。また利用者からの医療的主訴

への問診サポートや医療機関受診時のサポートなど施設職員の業務支援機能も装備した。 

 

１．まえがき 

高齢者見守りシステムには、発信されたアラーム情報を

解析し、医療従事者につなぐ情報仲介者が必要である。し

かし人口減少社会を迎えた我が国では、医療従事者の不足

から情報仲介者に適切な人材を得ることが難しい。本研究

で は 情 報 仲 介 者 そ の も の を 人 工 知 能 （ Artificial 

Intelligence ： AI ） シ ス テム に 切 り 替 え る ため 、

NFC-F(ISO/IEC 18092)による医療介護バイタルの標準

通信モデルを組み込んだ見守りシステムを開発して情報

を蓄積し、情報仲介 AI システム開発の糸口を探求した。 

２．研究開発内容及び成果 

（1）導入前調査 

平成 25 年 11 月より福井県越前市のサ高住で導入前調

査の説明を開始し、60 世帯より同意を得た。同年 12 月よ

り調査員 2 名による訪問調査を開始した。訪問調査は平日

のみ実施し、1 世帯あたり 1 回 30 分前後の情報収集を行

った。平成 26 年 3 月上旬で調査を終了した。期間中に死

亡が 3 例、入院が 4 例、転倒が 7 件（確認のみ）、緊急受

診が 14 件発生した。また調査員の報告とサ高住職員への

聞き取りなどをもとにニーズ把握を行った。これらの調査

を元にシステムの設計を行った。 

（2）システムの開発 

AA 業務支援システムの機能は大きく①見守り機能、②

知識支援機能、③連携機能で構成した。 

① 見守り機能 

 対象世帯に生体信号と生活信号を発信する見守りセン

サーを設置した。生活信号では各世帯に NFC-F（ISO/IEC 

18092）対応機器（血圧計、体温計、パルスオキシメータ

ー、活動量計、体組成計）とタブレット端末（ネクサス 7）

を貸与した（図 1）。タブレット端末には、食欲、食事摂

取量、排尿、排便の頻度、握力、大腿周囲径などの生活記

録の記載画面を作成し、本人もしくは施設職員に記入を促

した。生活信号では各世帯の居間（寝室兼用）と食堂に人

感センサーを、玄関とトイレにドアセンサーを、居間に温

湿度センサーを、配電盤に電流センサーを設置し、定期的

に情報を発信するよう設定した。各種生活信号の情報は

Raspberry Pi 機器を通じ、3G Wi-Fi ルーターから専用サ

ーバーに送信された。 

図 1 システムの概要 

 発信された信号はサーバーに集積し、アラーム発信規準

（アルゴリズム）に従い警報情報，注意情報，通常情報に

分類した。その後、クライアントサーバーシステムにより

福井大学医学部地域医療推進講座及びサ高住事務室のパ

ソコン画面にコンソール画面を表示した（図 2）。アルゴ

リズムはイベント発生の通報だけでなく、イベント発生予

測も兼ねて設計した。 

コンソール画面は基本画面と世帯別画面からなり、基本

画面には発信された緊急情報、注意情報を順次掲載するア

ラームエリアと、個別の世帯情報のイニシャル情報を掲示

する世帯別エリア、各種設定バナーを並べた設定エリア、

連携先医療機関につながるコールボタンエリアを作成し

た。世帯別画面は世帯別エリアのバナーから展開され、世

帯毎の生体信号、生活信号を表示した。 

② 知識支援機能 

 利用者の医学的主訴への対応をサポートする「からだマ

ップ選択リスト」を作成し、知識支援機能を業務用画面と
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して各世帯に貸与したタブレット端末内に設定した（図

3）。からだマップ機能は主訴を選択しやすくするためにピ

ンチイン・ピンチアウト操作で部位を選ぶ仕組みとなって

おり、最終的に選択した主訴の問診票がプリンターより印

刷される。また緊急呼出しボタンを設定し、医療機関や救

急車に連絡する際に直近のバイタルデータや服薬情報を

印刷できる機能も追加した。 

図 2 コンソール画面（部分） 

図 3 からだマップ機能（知識支援機能） 

③ 連携機能 

AA は見守り施設と医療・介護に携わる各職種（医師、

看護師、介護福祉士、介護支援専門員など）をつなぐ役割

と、生活支援面で施設に関わる業者（配食，訪問小売，タ

クシーなど）をつなぐ役割を持つ．このため、コンソール

画面には IP 電話でつなぐコールボタンエリアを設定し、

AA が各職種や業者と連絡が取りやすい環境を整備した。 

（3）AA の育成 

本研究では介護福祉士経験者 2 名、生活支援員 3 名、

検査技師 1 名を AA として育成した。平成 25 年 8 月より

前記 6 名からのべ 18 名を多職種協働連携教育

（Interprofessional education: IPE）プログラムである福

井大学「在宅医療専門職業人育成研修」コースの受講生と

して派遣した。受講者のうち 5 名が導入試験において AA

業務を担当した。 

（4）導入後試験 

平成 27 年 1 月より導入後調査を開始し、5 世帯を対象

に 90 日間イベント調査を行った。期間中の警報件数は

816件で、1世帯あたりの1日平均警報は1.8回であった。

もっとも多かった警報は人感センサーで、このうち下限越

えが 403 回（90.2％）を占めた（表）。下限越えの大部分

が利用者の外出や外泊時間に該当し、緊急対応を要するも

のはなかった。次に多かった警報はドア開閉センサーで、

こちらも利用者の外出や外泊時間が大部分であった。生体

信号の警報は 10 回あったが、いずれも経過観察の範囲に

止まった。警報に対する対応は AA からサ高住スタッフに

伝わり、十分な訪室と処置が行われた。 

表 導入後試験結果 

信号形態 センサー 件数 

生体信号 血圧計 2 

体温計 3 

パルスオキシメーター 5 

生活信号 人感センサー 447 

ドア開閉センサー 202 

生活記録 44 

コール 12 

その他 訪室記録 101 

合計 816 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

 AA支援システムの開発により独居高齢世帯の見守り業

務の外部委託が可能となり、センサー型見守り産業の発展

が見込まれる。システムの利用範囲は有料老人ホームだけ

でなく、介護 3 施設や在宅独居者への応用も可能である。

人口減少により介護職の確保が難しくなる中で，非医療職

である AA が見守りと中継業務を請け負うことができれ

ば、介護職の負担軽減につながり、少ない職員でも業務の

維持ができるものと考えられる。AA 支援システムを介し

たネットワークを拡大させることができれば、医療と介護

の質の向上への貢献も期待される。 

 本研究では、AA 支援システムの運用により、90 日間だ

けで数万に及ぶ生活信号データが蓄積された。これらのビ

ッグデータ解析から、新たな警報アルゴリズムを創出でき

る可能性が高い。データマイニングを行う研究者や業者と

提携し、新たな警報アルゴリズムが蓄積されることで、

AA そのものの AI 化につながることが期待される。 

４．むすび 

本研究では複数のセンサーを有する情報中継業務の支

援ツール「AA 業務支援システム」を構築するとともに、

システムを運用することができる AA を育成し、介護現場

（サ高住）において導入前調査と導入後調査を行った。ま

たニーズ確認など現場目線でシステムを構築したことで、

実用性の高いシステムとなることが期待される。一方で

24 時間運用に関するデータ収集や、集積された膨大なセ

ンサー情報の解析を行うことは未完であり、さらなる研究

継続が必要と考えられた。 
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